
患者様の権利

　　　宮崎医療センター病院では、上記に基づき患者様の権利を尊重して医療を行なっております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎医療センター病院

・患者様は、プライバシーを尊重される権利があります

疾
病
の
リ
ス
ク
が
注
目
さ
れ

、
厚
生
労
働
省
は
2
0

1
3
年
の
健
康
寿
命
は

、
男
性
7
1
.
1
9
歳

、
女

性
7
4
.
2
1
歳
と
1
0
年
前
の
値
が
僅
か
に
伸
び

た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る

。
そ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
食
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

。
わ
が
国
で
は
食
の

・全職種による安全で質の高いチーム医療を行います
　医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

・患者様は、医療従事者から説明を受けた後に、提案された診療計画などを決定する権利があります
・急性期から在宅医療までを繋ぐ医療・看護・介護を提供します

士
が
見
出
し
た
蛍
光
物
質
で
ラ
ベ
ル
し
て

、
r
レ

海
馬
に
存
在
す
る
こ
と
を
見
出
し

、
山
中
伸
弥
博

化
学
賞
で
は
脳
内
の
記
憶

、
機
能
を
司
る
細
胞
が

疑
心
を
な
く
す

、
も
の
忘
れ
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が

慣
付
け
る
こ
と
が
推
進
さ
れ
て
い
る

。
最
近

、
日
本

人
間
ド

ッ
ク
学
会
発
表
の
新
基
準
値
が
発
表
さ
れ

、

特
に
高
齢
者
の
血
圧
値

、
血
糖
値

、
肝
γ

‐
G
P
T

人
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

光
顕
微
鏡
の
開
発
に
よ
り
細
胞
の
働
き
を
解
明
し

、

ー
ザ
ー

に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
観
察
可
能
な
超
解
像
蛍

つ
も
と
違
う
風
景
に
触
れ
て
刺
激
を
受
け
る

、
就

の
時
計
遺
伝
子
に
関
わ
り

、
適
切
な
糖
分
の
摂
取

た
な
時
計
遺
伝
子
が
働
く
こ
と
で

、
肝
臓

、
脂
肪

で
時
差
ボ
ケ
の
解
消
や
夜
型
の
生
活
改
善
に
有
用

の
イ
ン
ス
リ
ン
を
阻
害
す
る
物
資
を
与
え
る
と
新

な
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る

。
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

摂

っ
た
り
す
る
こ
と
を
調
節
す
る
の
で
あ
る

。
こ

さ
せ

、
適
切
な
時
間
に
光
を
浴
び
た
り

、
食
事
を

に
付
き

、
1
日
に
8
時
間
の
睡
眠

）
な
ど
で

、
猜

ら
僅
か
し
か
伸
び
て
い
な
い
等

、
メ
タ
ボ
の
放
置
と

欧
米
化
が
定
着
し
て
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ

《
ダ
ー

モ
ス
コ
ー

プ
・
生
物
顕
微
鏡

》

よ
び
血
管
腫

、
血
腫
の
鑑
別
に
も
極
め
て
有
用
で
あ
る

。
ま

ダ
ー

モ
ス
コ
ー

プ
と
は

、
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
や
白
色
発
光

・地域連携に努め、地域包括ケアシステムの発展に貢献します

・お互いを信頼し、やりがいと誇りを持てる職場にします

計
の
調
節
に

、
す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス

期
で
睡
眠
や
覚
醒
の
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す
体
内
時

必
要
と
思
わ
れ
る

。
こ
の
よ
う
に
約
2
4
時
間
周

寝
の
準
備
と
習
慣

、
睡
眠

（
毎
日
同
じ
時
間
に
床

体
の
細
胞
1
つ
1
つ
に
在
る
時
計
遺
伝
子
を
作
動
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○私たちは、自分が受けたい医療・看護・介護を提供します

・患者さまの権利と尊厳を大切にし、心のこもった医療・看護・介護を提供します

・根拠に基づいた説明のできる医療・看護・介護を実践します

・患者様は、良質な医療サービスを平等に受ける権利があります

・患者様は、人格・意思が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります

・患者様は、自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。また、他の医療機関の

る
向
き
も
出
て
き
て
い
る

。
特
に
高
齢
者
の
毎
日

合
う

）
・
風
呂

（
血
流

、
動
脈
硬
化
予
防
に
良
い

）

の
表
示
が
示
さ
れ

、
新
国
民
病
の
予
防
を
提
言
す

値

、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

、
中
性
脂
肪

、

摂
取

、
読
書

（
内
容
に
つ
い
て
家
族
や
友
人
と
話

に

、
数
値
で
見
る
あ
な
た
の

「
認
知
症

」
度
合
い

み
準
備

、
タ
ン
パ
ク
質
不
足
に
な
ら
な
い
食
事
の

基
底
細
胞
癌

、
脂
漏
性
角
化
症
な
ど
の
色
素
性
皮
膚
疾
患
お

水
虫

（
白
癬
菌

）
な
ど
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

な
い
状
態

（
光
の
乱
反
射
を
抑
え
る

）
に
し
て

、
1
1
倍
か

リ
ン
が
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
発
見

。

る
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
も

、
朝
の
み
だ
し
な

を
よ
り
健
康
に
生
き
た
い
と
い
う
希
望
を
阻
害
す

た

、
皮
膚
の
角
質
を
こ
す
り

、
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ
と
で

斑

（
い
わ
ゆ
る
ホ
ク
ロ

）
の
早
期
鑑
別
に
役
立
つ

。
ま
た

、

～
3
0
分
の
昼
寝

、
外
出
・
人
と
の
出
会
い

、
い

毎
日
か
1
日
置
き
の
3
0
分
程
度
の
散
歩

、
2
0

て
提
出
し
て
は
話
題
を
賑
合
わ
せ
て
い
る

。
さ
ら

B
M
I
値
を
基
準
範
囲

（
正
常
範
囲
の
こ
と

）
と
し

ら
3
1
倍
程
度
に
拡
大
し
て
観
察
す
る
無
侵
襲
の
皮
膚
診
断

器
具
で
あ
る

。
色
素
性
皮
膚
病
変
を
観
察
す
る
特
殊
な
ル
ー

ペ
で
あ
り

、
メ
ラ
ノ
ー

マ

（
悪
性
黒
色
腫

）
と
色
素
細
胞
母

平
均
寿
命
は
伸
び
て
も

、

「
健
康
寿
命

」
は
以
前
か

　

「
高
齢
社
会
に
於
け
る
医
療
改
革
は

　
　
　
　
　
値
上
げ
よ
り
も
未
病
に
注
目
を

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
療
顧
問
　
濵
田
　
稔

診　療　情　報

ダ
イ
オ
ー

ド
に
よ
り
病
変
部
を
明
る
く
照
ら
し

、
か
つ
エ

コ
ー

ジ

ェ
ル
や
偏
光
フ
ィ
ル
タ
ー

な
ど
に
よ
り
反
射
光
の

　
最
近
の
医
療
情
報
紙
面
に
よ
る
と

、
健
康
と
命
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
疾
病
の
予
防
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
持
つ
よ
う
に
国
民
を
教
育
す
る
方

向
性
が
出
て
き
て
い
る

。

　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
が
2
0
0
7
年
に
発
足
し

て

、
学
校
で
の
が
ん
教
育
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る

の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る

。
最
近
の
話
題
と
し
て
は

、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
を
招
き

、
健
康

寿
命
を
短
縮
す
る
恐
れ
が
生
じ
て
い
る

。
ま
ず

、
余

剰
な
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
に
は

、
主
食

、
副
食
の
量

と
バ
ラ
ン
ス
に
注
目
し
て

、
さ
ら
に
運
動
が
大
切
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
小
学
生
か
ら
教
育
を
行
な

っ
て
習

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム

）
を
招
き

、
さ
ら
に
心
筋
梗
塞

、
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理 念

基 本 方 針

宮崎医療センター病院

★新医療機器を導入しました★

診
療
実
績

◆ 病院立入検査

10月24日 １３：００～

◆ 労働安全衛生研修会

○ 管理監督者へのメンタルヘルス

教育
10月17日 １６：００～１７：００

○ メンタルヘルスと労働安全
10月29日 １２：３０～１４：００

◆ 大規模災害対処訓練

12月１０～１２日 午後

★ ３．２mmの大鉗子口により高い

処置性能をサポート優れた吸

引性能と、止血・バルーン拡張

など多彩な処置に対応できます。

★ バルーン送気口位置を変更し、

使い勝手が良くなりました。

★ 近接での解像度向上により観
察能がアップしました。

フルデジタル電子
内視鏡システム

★ダブルバルーン内視鏡 更新★

平
成
２
５
年
度
内
視
鏡
検
査
・
治
療
の
実
績

は
、
合
計
２
,
０
９
２
件
で
、
約
６
割
が
外
来
患

者
に
対
す
る
検
査
・
治
療
で
、
項
目
的
に
は
約

８
割
が
上
・
下
部
消
化
管
が
占
め
ま
し
た
。
カ

プ
セ
ル
内
視
鏡
の
実
施
件
数
は
４
３
件
で
し
た
。

(

図
１
）

本
年
度
９
月
ま
で
の
内
視
鏡
検
査
・
治
療
の
実

績
は
図
２
の
と
お
り
で
す
。
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡

は
２
６
件
で
す
。

ダブルバルーン

小腸内視鏡

第57回 日本腎臓学会学術総会

斉田 光彦 （7/4～7/6 神奈川県）

第15回 臨床消化器病研究会

児玉 眞由美、折田 圭大 （7/26 東京都）

第7回 日本カプセル内視鏡学会学術集会

児玉 眞由美、折田 圭大、村山 貴信 （7/27 東京都）

第36回 日本手術医学会総会

安藤 好久、髙橋 将史 （9/26～9/27 北海道）

第37回 日本高血圧学会総会

学会等参加実績（７月～９月）

２/四半期の学会等参加者は、以下の
とおりです。

お知らせ

図１

図２



た
こ
と

、
母
国
語
と
第
二
外
国
語
の
記
憶
中
枢
が
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
心
や

、
健
全
な
精
神
状
態
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
で
き
る
た
め
の
心
の
健
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
い
い

、
管
理
者
か
ら
の
視
点

や

、
ス
ト
レ
ス
解
消
法
の
話
し
を
し
て
頂
き

、
今
後
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
中
途
入
職
者
集
合
教
育

】

解
明
や

、
認
知
症
の
患
者
が
何
故
に
道
に
迷
う
の
か

等
を
解
明
出
来
る
可
能
性
を
示
唆
し
た

。
か
つ
て
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
で
聞
い
た
こ
と
だ
が

、
日
本
人

教
授
が
第
二
外
国
語
の
英
語
が
堪
能
で
あ

っ
た
の
に

脳
出
血
発
症
後
は
日
本
語
の
み
を
話
す
よ
う
に
な

っ

び

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
三
味
線
演
奏
や
マ
ジ

ッ
ク
が
披
露
さ
れ

、
皆
さ
ん
で
歌
を
唄

っ
た
り

、
手
拍
子

で
盛
り
上
げ

、
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー

の
小
寺
真
紀
さ
ん

、
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

の
藤
本
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

、

「
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

」
と
い
う
テ
ー

様
・
ご
家
族
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者
様
を
対
象
に

、
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
は

、
健
康

黒
田
伸
一
医
療
安
全
管
理
室

　
量
の
砂
糖
・
醤
油
・
酒
を

　

【
秋
ナ
ス
は
嫁
に
食
わ
す
な
！

　
か
ら
め
て
出
来
上
が
り

。

で
あ
る
こ
と
も

、
こ
れ
で
解
明
出
来
る
の
か
も
知
れ

避
け
て

、
健
康
と
命
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

、
健
康

寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
月
2
8
日

、
1
0
月
2
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
に

、
中
途
入
職
者
集
合
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
日
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忘
年
会
で
す

。
そ
れ
ま
で

、
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
め
ま
し
た

。
次
回
は
年
末
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
に

、
他
部
署
と
の
交
流
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
た
ナ
ス
を
重
ね

、
中
心

に
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

ア
ク
シ
デ
ン
ト

」
を
テ
ー

マ

に
お
け
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・

副
室
長
を
講
師
に

、

「
当
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
病
院
の
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
や
医
療
安
全
に
つ
い
て

、
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
務
に
慣
れ

、
活
躍
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
月
2
5
日
・
9
月
5
日
に

、

　
　
　
　
　
　
　
　
①
豚
の
薄
切
り

（
ロ
ー
ス

、

　
切
り
に
し
て

、
両
面
に
薄

　
く
小
麦
粉
を
ま
ぶ
す

。

②
油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
願

っ
て
い
ま
す

。

を
行
う
上
で

、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た

。
合
計
2
5
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
を
対
象
と
し
た
納
涼
祭
が

但
し

、
全
て
を
代
行
す
る
の
で
は

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

対
し
て
食
事
・
排
泄
・
入
浴
等
の
援
助
を
行
う

『
身
体

で

、
A
D
L

(

日
常
生
活
動
作

)
に
支
障
が
あ
る
方
に

常
生
活
上
の
お
世
話
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

護
・
要
支
援
者
の
方
に
対
し
て

、
居
宅
で
の
介
護
や
日

そ
の
両
方
を
合
わ
せ
て
提
供
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

。

活
の
援
助
を
行
う

『
生
活
援
助

』
が
あ
り
ま
す

。
ま
た

、

介
護

』
や
調
理
・
清
掃
・
洗
濯
・
買
物
な
ど
の
日
常
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
食
べ
て

、
労
を
ね
ぎ
ら
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
務
を
頑
張
り
ま
す
！

て

『
何
で
も
屋

』
で
は
な
く

、
計

て
提
供
し
ま
す

。
利
用
者
に
と

っ

い
の
約
束
と
信
頼
を
基
に
専
門
性

を
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う

、
お
互

画
書
に
沿

っ
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

な
く

、
自
立
に
向
け
た
支
援
と
し

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

。
ヘ
ル
パ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
必

要
な
方

、
是
非
ご
相
談
下
さ
い

。

し
ま
す

。

当
院
の
現
状
と
い
う
一
番
身

近
で
も

、
な
か
な
か
聞
く
こ

と
の
な
い
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き

、
参
加
職
員
が
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た

。

《
ナ
ス
の
照
り
焼
き

》

　
今
後
も

、
今
ま
で
以
上
に
地
域
連
携
室
や
他
の
部

医
療
型
療
養
病
棟
で
す

。

署
と
の
連
携
が
必
要
で
す
の
で

、
宜
し
く
お
願
い
致

い
る
と
こ
ろ
で
す

。
４
月
以
降
の
在
宅
復
帰
率
は

、

平
均
６
１
．
７
％

、
ベ

ッ
ド
回
転
率
は
平
均
１
１
．

４
％
で
す

。

　
し
を
整
え
る
ニ
ー

ズ
に
応
え

老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
園
児
さ
ん
達
に
よ
る
歌
や
お
遊

な
い
と
期
待
し
て
い
る

。
お
互
い
に

、
ス
ト
レ
ス
を

　
9
月
1
8
日
に

、
C
館
7
階
ホ
ー

ル
に
て

、
入
院
患
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け

　
み
や
ざ
き
総
合
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
訪
問
介
護
事
業

所
で
は

、
介
護
福
祉
士
３
名
及
び
初
任
者
研
修
終
了

同
等
の
４
名
の
計
７
名
の
ス
タ

ッ
フ
で
訪
問
介
護
サ

介
護
職
で
入
院
中
の
患
者
様
の
日
常
生
活
自
立
度
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
で
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
え
の
き
を
置
き
く
る
り

　
《
院
内
研
修
会
》

　
開
や
胃
廔
な
ど
に
対
す
る
医

　
療
看
護
及
び
高
齢
者
の
く
ら

　
9
月
1
7
日
・
2
4
日
に

、

　

【
医
療
安
全
研
修
会

】

①
ナ
ス
を
1
セ
ン
チ
位
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
し
た

。
一
日
で
も
早
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
並
べ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
脂
の
少
な
い
バ
ラ

）
な
ど

《
巻
き
巻
き
ロ
ー
ル

》

　
　
　
　
　
　
　
　
②
ピ
ー
ラ
ー
で
縦
に
薄
く
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
1
7
日
・
2
9
日
に

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
労
働
安
全
研
修
会

】
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名
が
参
加
し

、
た
く
さ
ん
飲
ん

だ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旬
の
ナ
ス
料
理

】

　
う
高
齢
者
が
多
く

、
慢
性
疾

　
患
の
急
性
憎
悪
や

、
気
管
切

　
焼
き
上
が
り
に

、
ポ
ン
酢
を
か
け
る

。

　
り

、
表
面
を
こ
ん
が
り
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き

、

　
　
　
　
　
　
　
　
③
か
る
く
塩
コ
シ

ョ
ウ
を
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
巻
く

。

　
で
こ
ん
が
り
焼
く

。

③
火
が
通

っ
た
ら
タ
レ

（
同

《
敬
老
会
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
養
科
　
黒
木
　
典
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
S
E
N

（
シ
セ
ン

）
で

、
全

訪
問
介
護
の
仕
事
で
す

。

が

、
そ
れ
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
在
宅
復
帰
機
能
強
化

上
の
支
援
や

、
運
動
機
能
向
上
の
支
援
を
強
化
し
て

　
現
在
７
名
の
ス
タ

ッ
フ
で
訪
問

加
算
を
９
月
に
取
得
し
ま
し
た

。
現
在

、
看
護
職
・

を
持

っ
て
サ
ー

ビ
ス
す
る
こ
と
が

　
入
院
患
者
は

、
認
知
症
を
伴

　
訪
問
介
護
の
業
務
は

、
介
護
保
険
法
で
定
め
る
要
介

す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ア
ラ
イ
ン
ホ
テ
ル
4
階
S
H

　
　
　
《
納
涼
祭
》

　
る
介
護
な
ど

、
看
護
・
介
護

　
の
協
働
が
求
め
ら
れ
る
病
棟

　
で
す

。
現
在

、
看
護
職
１
９

名

、
介
護
職
２
１
名
の
４
０
名
で
患
者
様
の
２
４
時

間
の
療
養
生
活
に
関
わ

っ
て
い
ま
す

。

　
平
成
２
６
年
度
に
診
療
報
酬
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す

。

　
通
常
の
実
施
地
域
は

、
宮
崎
市
及
び
国
富
町
で

、

　
A
B
3
病
棟
は

、
6
0
床
の

～
部
署
紹
介

通所リハ活動報告

《
A
B
3
病
棟
》

病
棟
副
師
長

松
山

麻
美

《
訪
問
介
護
》

主
任

長
友

玲
子

今回は、「ナス」を使った料理レシピのご
紹介です！
料理の仕上げに、大葉や胡麻を散らし
ても美味しいよ！

ぜひ、お試し下さい！

《地域連携について》

労働安全衛生法において定められている国家
資格であり、労働環境の衛生的改善と疾病の
予防処置等を担当し、事業場の衛生全般の管
理を行います。
講習を受講し試験に挑み、見事合格となりま
した！おめでとうございます！
病院での更なるご活躍を期待しております！

《園児さん達による踊り》

《入院患者さんへのプレゼント》

《管理者対象 研修会》

みんなで

乾杯っ！

9月30日に、小田雅之施設課係長
の指導の下、避難訓練と屋内消火
栓放水訓練を行ないました。
いざという時に迷わず行動できる
よう、皆さん真剣に訓練に取り組
みました。

第一種 衛生管理者 合格！

《
医
事
課杉

本
直
隆
副
主
任
》

《
経
理
課蛯

原
圭
介
さ
ん
》


